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第２課題

個人記念ギャラリー
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曽我部　昌史

染谷　正弘

清水　かおり

線のギャラリーは１つのものを

様々な視点から見るためのギャ

ラリーなので、主として展示す

る彫刻は２つとし、１つが見え

ているときには他方は全く見え

ないようにした。敷地の中央に

近い所に展示する２本の曲線の

彫刻は見る人が上下することに

よる視点の変化と見る場所によ

る角度の変化を、南側の水の壁

と一番大きな壁に囲まれた池の
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部分に展示するうずを巻いた彫

刻は地上と地下の２つの視点の

変化を見られるようにした。

指導＝曽我部　昌史

外構を積極的に計画に組み込ん

でいる提案となることを期待し

て、屋外展示が可能な作家を選

ぶこと、そして外部を含めた敷

地全体を一つの建物としてとら

えることを、当班共通の条件と

して課題に加えている。

この作品では、これらの追加さ

れた設計条件を逆手にとろうと

したのか、追加された設計条件

だけを元に建築化が試みられて

いるかのようだ。具体的には、

屋外に配置された２つの彫刻を

取り囲むように、スロープ状の

見学通路が敷地いっぱいに巡

り、こうしてつくられた床を屋

根として屋内部分が生み出され

る。さらに屋内部分は地下へと

下り、作家紹介のための展示ス

ペースとなる。カフェ、ミュー

ジアムショップなどが地下の展

示スペースと連続して設けられ

るが、北側に向かって低くなる

敷地形状やサンクンガーデンを

生かし、外光が取り入れられる。

その結果、高低差を含めた敷地

全体が一つの建物であるかのよ

うな建築が生み出された。

――――――――――――――

高橋　亜希子

最初好きな建築家・芸術家とい

うことで、２人の人物を簡単に

選びました。

儚さや脆さ、うつろい易さによ

って時間を辿っていく様な素材

の扱い方をする妹島和世と、

「風景はいわば人間の心の祈り

である」という風景観を持つ東

山魁夷の２人を何故選んだの

か、２人にどんな共通点があっ

たのか、又その共通点を感じと

った私自身の中には何があるの

かを、自分で探していく様な取

り組みでした。

指導＝染谷　正弘

誰の芸術作品を展示するギャラ

リーにするか、つまりひとりの

芸術家を選択することからこの

課題はスタートします。そして、

選ばれた芸術作品固有の展示空

間プログラムが組み立てられ設

計スタディはすすめられます。

僕のクラスでは、芸術家だけで

なく好きな建築家をもひとり最

初に選んでもらいました。それ

は、ただひたすら好きだという

自分好みの建築空間を、自から

の感性をより所に見極めて欲し

かったからです。これからの建

築設計におおいに役立つはず

です。

自らの感性を拠り所に選んだ芸

術家の作品と建築家の建築空間

には、共通する〈何か〉が必ず

あるはずです。それは選んだ本

人だけの〈何か〉かもしれませ

ん。この課題を通し、その〈何

か〉をクローズアップし、設計

スタディに反映させることが何

よりも大切なことだと僕は考え

ました。その結果である自から

の提出作品は、客体化された自

からの感性そのものなのです

から。

高橋さんは、画家・東山魁夷、

建築家・妹島和世を選んでいま

すが、二人の作家の作風に「静

謐」という共通項を見い出した

ようです。ギャラリー全体を地

下に埋没させ、地上である敷地

全体を緑（植栽）で覆っていま

す。それにしてもこの作品のド

ローイングはすばらしいと思い

ます。彼女のドローイングテク

ニックのレベルの高さもさるこ

とながら、「静謐」な空間が作

品全体にみごとに表現されてい

ます。

高橋　亜希子
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